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1. はじめに 
 製造業においては、高性能化、高信頼性化、

低コスト化、設計期間の短縮化という過酷な条

件での製品開発が要求され、設計開発力の強化

が急務となっている。筆者らは、開発設計の知

識、ノウハウを共有化し、これらのナレッジを

設計業務に活用するためのナレッジベーストエ

ンジニアリングシステム(ＫＢＥシステム)の開

発を 2,000 年から行っており、これまでに家電

製品や自動車機器製品などへの展開を図ってき

た[1][2]。本報では磁気ディスク装置を対象とした

ＫＢＥシステムについて述べる。磁気ディスク

装置の開発設計はワールドワイドに展開されて

おり、設計根拠や計算結果などの仕掛かり情報

が入ったデータベースが各開発設計拠点に分散

して存在している。このような膨大なデータの

中から必要な設計情報を素早く得ることは非常

に困難であり、また、このような状況の下では、

設計情報の共有や過去に蓄積した設計情報の再

利用は難しい。このため、ワールドワイドの設

計拠点の連携を強化し、過去の設計情報を現在

の開発に活かせる仕掛けが重要である。本シス

テムは、設計拠点間の主要設計情報の統合と相

互開示を行い、情報共有・再利用を実現するこ

とを目的としている。 

2. システムの概要 
 図１に磁気ディスク装置設計支援ＫＢＥシス

テムの概念図を示す。日々蓄積される設計ドキ

ュメントの要点(タイトル、作成者、カテゴリ、

本文テキスト等)を抽出してＫＢＥのインデック

スデータベースに収集し、ユーザは設計情報の

リストから１回の検索で必要な設計情報を参照

することができる。主な開発技術は次の通りで

ある。 

 (1)データベース仮想統合技術 

 (2)設計情報のアクセス制御技術 

 (3)検索語拡張技術 

以下これらの開発技術の詳細を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. データベース仮想統合技術 
 世界中の様々なサーバに蓄積された情報、あ

るいは企業内のサーバにある情報を収集して、

高速に検索・表示する検索エンジン[3]は非常に

便利であるが、設計拠点毎に管理される不特定

な構造のデータベースの内容までは検索対象に

できない。そこで、構造の異なる複数のデータ

ベースを、共通のキーワードであたかも一つの

データベースのように検索できるデータベース

仮想統合技術を開発した。 

 分類やキーワードの設定が異なる複数のデー

タベースを一元的に扱えるようにするため、検

索対象のデータベースのフィールドと、ＫＢＥ

のインデックスデータベースのフィールドとを

１対１に関連付ける手段を設けた。その画面例

を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＫＢＥのインデックスデータベースには、デ

ータベースのタイトル、管理者、設計拠点名、

4-73

3G-4

情報処理学会第69回全国大会



文書タイトル、作成者、更新日、カテゴリ、本

文テキスト等の、検索に必要なフィールドが用

意されている。それぞれのフィールドを検索対

象データベースの任意のフィールドと関連付け

ることでデータベースの構造の違いが吸収され

るので、インデックスデータベース内を検索す

ることにより全データベースの一元的な検索が

行えるようになった。 

4. 設計情報のアクセス制御技術 
 複数の設計拠点にまたがった情報共有を実現

する上で、実際の運用にあたっては、「ユーザ

を限定して公開したい」、「自部署内で共有し

たい」といった、設計情報の共有範囲を限定す

るためのアクセス制御機能が必要である。この

ようなアクセス制御を実現するため、図３に示

すようにＫＢＥのインデックスデータベースを

階層構造化できるようにした。子のインデック

スデータベースには部署内で共有する情報と、

全体で共有すべき情報の両方が収集されている。 

そして、親のインデックスデータベースに子の

インデックスデータベースを登録し、全体で共

有すべき情報のみを吸い上げるようにした。こ

れにより、全体で共有する情報と部署内でのみ

共有する情報とが区別され、さらに、階層構造

化しない場合と比較して、不要な情報を検索し

ないので検索精度を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 検索語拡張技術 
 各設計拠点の設計情報を共有する上で、少な

くとも英語や日本語などの言語の違いはユーザ

側が意識すれば対応は可能である。しかしなが

ら、設計拠点には特有の方言が存在する場合が

多く、それを知らない場合には検索にヒットし

ないので情報共有が不十分となる問題がある。

そこで、共通的な設計用語と方言とを対にした

設計用語データベースを設け、ＫＢＥシステム

の文書検索において、入力された検索語に対し

て、英語または日本語、あるいは設計拠点特有

の方言(同義語)を表示し、必要な語句を選択し

て検索できるようにした。図４に検索語変換時

の入力画面を示す。これにより情報の抜けなく

検索できるようになった。さらに、設計業務プ

ロセスを効率化するためには、設計で使用する

用語を共通化するのが望ましく、入力された語

句が方言である場合には、本機能により共通語

が示されるので設計用語の共通化も図れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. まとめ 
 最終成果物としての図面や設計書等と違い、

設計根拠や計算データ等の仕掛り情報を運用・

管理することは難しい。従来は複数のデータベ

ースに蓄積された有用な設計情報を横断的に検

索することが困難であったが、本システムによ

り、複数の拠点に蓄積された設計情報の共有が

可能になった。これにより、同じ開発や失敗の

繰り返しが防止できるので、設計開発のスピー

ドアップが図れるものと考える。今後はデジタ

ルエンジニアリングの高度活用と、実務に即し

た設計プロセス支援を行い、更なる設計開発の

効率化を図る。 
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Fig.3 KBE system with hierarchical structure 

Fig.4 Translation of English/Japanese and Synonym 
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